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PurposeoftlliSthesis,tlleevolutionalchangesinthefimcIzionofthejawi
InObiliWoftheneck，fbre】ＵｍｂｓａｎｄｖｅｒｔｅｂｒａｌｃｏＩｍｍｍＨｙ(NroClamaIinae
(Sirenia:Dugongidae)isexamneClonthebasisofcomparisonwithtllefDssil
skeletons，ｔｈｅｍyologicalandosteologicallmowle(lgesofIivingsireniansA
evolutionalchangeoftheskeletalmorphologyisexplainedIaSaresultofthe
comparisonoftheskuⅡ,thorax,ｓcapulaconcernedwithmasticating,raising
andlaterallDendingofhead,ｍｗｅｍｅｎｔｓｏｆ允囎limbsandverteb魁lcolumnm
HydrodamaIinae・AlsoaevolutionalChangeofmovementsofmasticating,neclE，
允re】imbsandvertebralcolumnisfbundlclearlymconseqluence砿the
considerationoftheaboveslKeletalfbatu肥sofHyCImdamalinae通りmfimctioM1
morpho1ogyThefDnowingdi8tinctivemovelnentsof範edingandlocomotionm
HydrodamalinaearedescribedLThelowspmouspmcessoftlhemiddlepartof
thethoracicvertebraemHyClrodamalmaemdicatethattheepaxialmusclearも
leSsClevelopeCl,andtherejiDrethatthenmOMityofthevertebralcolunmisgen趣e・
AlsothemcreasembodysizeandloblongFcrosssectionofthethoraxdenotethat
they血三llthavelessdeveIopedtheirabilitiestodiveandltoswim・Ｔｈｅｙｍｉ弩ht
havebeenswimmingmacal、environment・Theymayhavebeenrestrictedm
theirdiet,toonlyalgae,becauseoftherMuctionofteethVentrBmybroadenedl
pterygoidprocessanClthickerlateralnangeofsupraoccipitalindicatethaMhe
pterygoidmscleandtllesemispmalscapitismusclehadbeenCIevelqped，
TherebrejthereisapossibiliWthatmHydrodamalmae,holdingfimctionof
theirrostraandraismgIleadfimctionoftheneclnnighthaveIJeendevelopedL
Sotheynlighthavebeenholdingalgae,tearingito笠andgwanowing・AM
consequenceofclaClisticandphylogeneticanalysis，thercmayhavebeena
umqueevolutionfiPomDzzaZaZhwTcibwz2natoDｕＨ２ａｍａｎＺ糧zkHMZ色､曰jgandlto
HWZBwZZInzLhg側e蝋eWhilethefbrmertwospeciesretainedtMrsmallsize．
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本論文の目的は，海牛目上Ｆロダマリス亜科H37ClmCIamalinae（Sirenia：
Dugongidlae）の遊泳と摂食機能の進化に伴う変化を明らかにすることである．そのた
めヒドロダマリス亜科（ヨルダニカイギュウ、nｓ勉ｗＬﾉ⑰ｍＢＥｍヤマガタダイカイギ
ュウDzma由Zr1azMi9w瓢ｚａアイヅタカサトカイギュウDImaZsZrlQm2RAzU鯛Z窓Izsj91クエス
タカイギュウＺ⑰矼止w】kzma血ｍＪａｅ嵐２日タキカワカイギュウj5乙勉汐dBzma2KBgMpmssz2，ス
テラーカイギュウ』5炉dhwihRzMZ2ggpigz鋤と近縁タクサにおいて岨H爵，頭頚部の屈曲，
前肢および脊柱運動に関する骨格を形態的に比較し，その結果に現生海牛の骨格的特
徴と生態，筋の知見を加えて機能形態学的に考察した．
第１章，第２章では海牛目の研究史を概観し，本研究の目的，さらに本論で扱う各
標本の種類と産地，保管施設等を整理し，その計測・観察に関する方法論を述べた．
第３章では現生海牛，ジュゴンDzqg⑰ngZfb4g⑰、とマナティーＺｇ虚IDBひhzMzana‘zzsの
骨格形態において，両者の生態や行動の活発さの違いを反映した骨格形態，特に吻部
の屈曲度と摂食植物の生育水深の関連，歯の磨耗に対する適応，胸郭の横断面形，鰊
突起の高さと軸上筋の分布域の広さに違いがあることを述べた．また，ジュゴンを中
心とする海牛の咀露，頭蓋の背屈などに関する筋をまとめた。
第４章では,海牛目の骨格形態について各研究施設の標本観察と各種文献を通して，
全骨格に対する胸郭の大きさの比率など一般的特徴を確認し，海牛進化史において陸
上四足歩行から水陸両生生活を経て水生生活へ適応する中で吻部の屈曲度の変化，外
鼻孔の後方配置，歯数の減少，耳骨と頭骨の分離，肥骨化などの派生的形質を獲得し
たことを記した．そして日本を含む北太平洋の寒冷な海域で進化したヒドロダマリス
亜科に，全身の大型化，歯，指骨の退化・消失など特異な進化があることを述べた．
第５章では，ヒドロダマリス亜科の咀噸，頭頚部の屈曲，前肢，脊柱運動に関する
骨格，特に頭骨，胸郭，肩甲骨などの形態を個々のタクサで比較した結果，歯の縮小
と消失，下顎骨と歯槽部の不安定な形態．下顎咀畷面の長方形化，肩甲骨，胸骨の大
型化，肩甲鰊の縮小化など進化に伴う一定の変化があることを明らかにした．これら
の骨格形態的特徴はヒドロダマリス亜科の相互比較において重要な形質になることも
述べた回
第Ｓ章では，上記のヒドロダマリス亜科の骨格形態の特徴について機能形態学的な
考察を加えた結果，咀鶴運動，頭頚部の動き，前肢および脊柱運動などに明瞭な進化
に伴う変化があることを明らかにした（図)．このヒドロダマリス亜科の特異な動きに
ついて以下に述べる．ヒドロダマリス亜科の中位胸椎の鰊突起が低いことは軸上筋の
発達が弱いことを示している．そのため脊柱の動きが穏やかである．体の大型化，胸
郭の横断面の横長楕円形は潜水・遊泳能力があまり発達せず，穏やかな環境で泳いで
いたであろう．歯の縮小と消失から海藻のみの制限された食事をしていたかもしれな
い．腹側に広がる翼状突起，上後頭骨の背外側縁の厚みは翼突筋と頭半鰊筋が発達し
ていることを示し，ヒドロダマリス亜科は吻部のはさむ機能，頭を挙げる機能が発達
した可能性がある．そのため，ヒドロダマリス亜科は餌をはさみ，引きちぎり呑み込
んだであろう．系統的な検討から大海牛はユニークな進化，ヤマガタダイカイギュウ
からアイヅタカサトカイギュウを経てクエスタカイギュウに至る間で前２者は嬢小化
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のままで進化したと結論される．
第７章では，以上の議論をまとめた．
図ヒドロダマリス亜科の下顎，頭頚部の屈曲，前肢，脊柱運動に関与する筋と歯の発達
による機能の変化．
ＤＵｉ：Duma紬１日'２ﾉm9d3nzz1；、｡【：、Ima歯a血andewHzz凶ＵｂＤＭｂ：DuLa虚ZR1azm麺kzae臼j葱､“
Ｒａ：Ｚ⑰dh1Ddma｣ZMJaezzYe,Ｈａ：ｚ(ｱz通り血ｍａ｣囲兜ＺｍａｓｚｚＨｇ：Ｚけz肋｡種maLigg動ｇＺＲｓ
発達の段階；－強い，－－中間，……弱い,………さらに弱い．
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学位論文審査結果の要旨
本学位論文に関し、平成１８年２月３曰に第１回審査会議を開催、面接審査を行った際、論文の内容につ
いて討論した。さらに、２月６曰に行われた口頭発表の後に第２回審査会を開き、協議の結果、以下のよう
に判定した。
本研究は、海牛目上Ｆロダマリス亜科の咀噛、頭頚部の屈曲、前肢、脊柱運動に関する骨格に機能形態学
的な考察を加えて、その運動と摂食機能の進化を明らかにした。本亜科と近縁種の関連骨格とを比較し、現
生海牛のジュゴン､マナティーの生態、骨､筋､機能形態学の知見を加え、ジュゴン､マナティーについては、
生態や行動の活発さの違いを反映した骨格と、咀噛、頭頚部屈曲等の筋の観察結果をまとめた。また、海牛
目については、骨格の一般的特徴を確認した上、進化史において陸生から水生生活に適応する中で吻部の屈
曲度の変化、肥骨化などの形質を獲得したこと、北太平洋の寒冷海域で進化したヒドロダマリス亜科には体
の大型化、歯の消失などの進化があることを明らかにした。さらに、ヒドロダマリス亜科の前述の運動に関
する頭骨、肩甲骨、胸郭の各形態を個々のタクサで比較した結果、進化に伴う一定の変化があること、また、
機能形態学的な特徴として、咀噛、頭頚部の動き、前肢およひ脊柱運動機能の進化があることを明らかにし
た。系統学的な検討からヤマガタダイカイギュウとアイヅタカサトカイギュウは倭小化のままで進化した可
能性を述べた。以上の研究成果は博士（理学）の学位を受けるに値すると判定した。なお、小林昭二はすで
に英語の論文を多数公表している。
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